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調査対象者は、第 1回は 40名(回収率 52.6%)、



















項目 会くそうあまりそうどちらとも やや そう思う mean 思わない 思わない いえない そう思う SD 
中心静脈栄養中の患者を受け持つことは 1 (2.5) 4 (10.0) 8 (20.0) 1 (27. 5) 16 (40.0) 不安である
3.9 
:! 1. 1 
輸液ポンプの管理を看護師または教員と 4 (1O. 3) 15 (38.5) 13 (3. 3) 7(17.9) ともに実施できる
3.6 
:!:0.9 
中心静脈栄養の輸液ルートの交換を看護 4(10.0) 13(32.5) 18(45.0) 5 (12.5) 2 師とともに実施できる
3.6 
:!:0.8 
中心静脈カテーテル婦人部の消毒を看護 4(10.3) 9 (23. 1) 19(48.7) 7 (17.9) 3 師とともに実施できる
3.7 
:!:0.9 
中心静脈カテーテルの婦人部の観察を実 3 (7.5) 7 (17.5) 24 (60.0) 6 (15.0) 4 施できる
3.8 
:!:0.8 
中心静脈栄養中の患者の清潔への接助を 4 (10.0) 1 (27. 5) 21 (52. 5) 4 (10.0) 5 実施できる
3. 6 
:tO.8 
中心静脈栄養中の患者の移送の援助を実 1 (2.5) 16(40.0) 19(47.5) 4(10.0) 6 施できる
3.6 
土O.7 























































司第2回 3.44 本市第3回 2.97 
第1回 司第2回 3.18 本$第3回 2.53 
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3.89 ns 3.50 3.83 ns 
3.41 ns 3.00 2.93 ns 
3.11 ns 2.63 2.45 ns 
3.59 ns 3.44 3.19 ns 
3.73 ヨド 3.50 3.76 ns 
3.7 ns 3.81 3.60 ns 
3.59 ns 3.63 3.52 ns 


























項目 単独で 監督下で 見学 朱実施実施 実施
輸液の残量や滴下数を観察できた 4 (30.8) 3 (23.1) 6 (46.2) 
輸液ポンプの作動状況を確認できた 1 (7.7) 3 (23. 1) 1 (7.7) 8 (61. 5) 
輸液ポンプの操作を実施できた 2 (15.4) 1 (84.6) 
輸液ルートの交換を実施できた 1 (7. 7) 12 (92.3) 
中心情脈カテーテルの挿入部を観察できた 1 (7.7) 6 (46. 2) 2(15.4) 4 (30.8) 
中心静脈カテーテル挿入部の消毒を実施で 4 (30.8) 9 (69.2) 
きた
中心静脈栄養中の患者に合った清潔の援助 2 (15.4) 5 (38.5) 2 (15.4) 4 (30.8) 
を実施できた
移送時の注意事項を守って移送することが 2 (15.4) 4 (30.8) 7 (53.8) 
できた
中心静脈栄養中の患者への精神面への援助 2 (15.4) 2 (15.4) 2(15.4) 7 (53.8) 
を実施できた
表53年次のすべての実習における担当時の技術の経験状況(n=16) n(%) 
項目 単独で 監督下で 見学 来実施実施 実施
輸液の残量や滴下数を観察できた 4 (25.0) 5 (31. 3) 4 (25.0) 3 (18.8) 
輸液ポンプの作動状況を確認できた 3 (5.1) 4 (26. 7) 6 (40.0) 2 (13.3) 
輸液ポンプの操作を実施できた 2 (13.3) 1 (6.7) 8 (53.3) 4 (26. 7) 
輸液ルートの交換を実施できた 1 (6.3) 9 (56.3) 6 (37.5) 
中心情脈カテーテルの挿入部を観察できた 5 (31. 3) 6 (37. 5) 2 (12.5) 3 (18.8) 
中心静脈カテーテル挿入部の消毒を実施で 3(18.8) 6 (37.5) 7 (43.8) 
きた
中心静脈栄養中の患者に合った清潔の援助 4 (25.0) 1 (6.3) 9 (56.3) 2 (12.5) 
を実施できた
移送時の注意事項を守って移送することが 6 (37.5) 4 (25.0) 1 (6.3) 5(31.3) 
できた
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